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人口の動き 法律相談日

12月15日(木)

9時30分;""15時

市役所市民相談室

お気軽にどうぞ
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警が鋒っても平気 O 

竹松本町の社会福祉法人向っかば保育園J (犬尾辰

奥園長、園児60人)では、 風邪など、吹っ飛ばせと一年

中、裸とはだしの保育を続けており、 子供たち も登圏

すると衣服をぬいで、元気に走りまわっています。

開園当時、小児ゼンソクで苦しむ子供がおり、健康

診断をした嘱託医の上田先生 (諏訪)の指導によるも

ので、今年で3年目を迎えています。

当初、心配していた保護者も、今では逆にたくまし

くなったと喜んでいます。
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年
末
年
始
一

り

交
通
安
全
運
動

おおむ

ロ
月
吃
日

1

1
月
刊
日

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
車

や
人
の
動
き
が
最
も
あ
わ
た
だ
し

く
な
り
、
道
路
交
通
が
ふ
く
そ
う

し
、
心
理
的
に
も
無
理
な
歩
行
や

無
謀
な
運
転
が
増
加
し
、
ま
た
飲

酒
の
機
会
も
多
く
な
る
な
ど
交
通

上
危
険
な
時
期
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
飲
酒
運
転
の
追
放
」

「
歩
行
者
特
に
子
供
と
老
人
の
交
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通
事
故
防
止
」
を
重
点
に
交
通
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

年
末
年
始
を
交
通
事
故
の
な
い

楽
し
い
日
々
で
過
す
よ
う
正
し
い

交
通
ル

l
ル
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

飲
酒
運
転
防
止
「
三
な
い
運
動
」

O
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
に
乗
ら
な
い

O
車
を
運
転
す
る
前
に
は
酒
を
飲

ま
な
い

O
車
を
運
転
す
る
I
A
に
は
酒
を
飲

ま
せ
な
い

マ
マ
と
幼
児
の
三
な
い
運
動

O
道
路
で
は
手
を
つ
な
い
で
は
な

さ
な
い

O
可
愛
い
い
幼
児
か
ら
目
を
は
な

き
な
い

防

犯

ボ

ス

O
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き
ひ
と
り
遊

び
を
さ
せ
な
い

老
人
の
交
通
安
全

O
外
出
は
危
険
度
の
高
い
夜
間
を

避
け
る
。
や
む
を
得
ず
外
出
す

る
際
は
家
族
同
伴
か
慢
中
電
灯

を
携
行
す
る

タ
入

選

者

決

ま

る

秋
の
防
犯
運
動
期
間
中
、
二
百

二
十
四
点
の
防
犯
ポ
ス
タ
ー
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
人
た
ち
が
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飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

入
選
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
の
部
ハ
敬
称
略
)

第
一
位
後
藤
寛
(
三
浦
三
年
)

第
二
位
川
原
千
鶴
(
大
村
六
年
)

平
田
直
子
(
鈴
田
一
年
)

第
三
位
三
原
由
紀
子
(
大
村
六

年
)
浅
井
久
美
子
(
三
浦
三
年
)

樋
口
裕
(
三
浦
三
年
)

佳
作
伊
藤
由
美
(
鈴
田
四
年
)

内
野
孝
博
(
鈴
田
一
年
)
楠
本

哲
夫
(
鈴
田
一
年
)
中
島
む
つ

み
(
三
浦
三
年
)

中
学
校
の
部
(
敬
称
略
)

第
一
位
内
山
佐
恵
子
(
西
中
二

年
)

第
二
位
矢
野
直
哉
(
西
中
一
年
)

第
三
位
林
直
樹
(
郡
中
二
年
)

佳
作
橋
口
智
秀
(
西
中
二
年
)

松
本
裕
之
(
西
中
二
年
)
豊
村

秋
彦
(
郡
中
二
年
)

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

う
お
願
い
し
ま
す
。

国

保

の

被

保

険

者

で

@
収
入
、
年
齢

~

あ

る

「

あ

な

た

」

は

社

社
会
保
険
の
被
保
険
者
に
よ
い

〈

会

保

険

の

被

扶

養

者

に

つ

て

主

と

し

て

生

計
を
維
持
さ
山

川
な
れ
る
人
で
は
あ
り
ま
れ
て
い
る
人
で
、
被
扶
養
者
認
一

九

せ

ん

か

定

対

象

者

の

年

間

収

入

は

七

十

川

万
円
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
@
被
扶
養
者
認
定
の
申
請

ま
た
、
対
象
者
の
年
齢
に
制

、

息
子
さ
ん
が
社
会
保
険
(
職

~

限
が
あ
る
よ
う
に
考
え
が
ち
で
一

H

場
の
健
鹿
保
険
)
の
被
保
険
者

す
が
(
例
え
ば
十
六
歳

t
六
十

今

日
で
、
そ
の
家
の
誰
か
が
社
会
保

J

歳
の
人
は
収
入
が
な
く
て
も
稼

-

r

険
の
被
扶
養
者
に
当
然
に
な
れ

働
力
が
あ
る
と
し
て
排
除
さ
れ
r

る
よ
う
に
)
、
年
齢
の
規
定
は
い
.

m
i
w
か

あ

り

ま

せ

ん。

…
E
E
「

…

す

@

国

保
窓
口
で
の
苦
慮

一

相

一

で

※

家
庭
の
都
合
に
よ
っ

て
被
V

M

I

-

-

m

!

/

扶
養
者
認
定
の
申
請
が
な
い
・

、
‘

J

-

M
A
L
N

・I
・

さ

れ

な

い

、

、

;

・

一

国

一

不

透

扶
養
者
の
認
定
権
は
社
九

WE--…
?

」

会
保
険
制
度
側
に
あ
る
た
川

め
、
国
保
側
は
受
身
の
立
-
H

V

る
は
ず
の
も
の
を
、

家

族

に

つ

場

い
て
も
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
な
ど
が
国
保
と
し
て
は
古
く
て

V

げ
に
で
き
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
新
し
い
問
題
の
一
つ
で
も
あ
る
〆

ム
ま
た
は
、
多
少
の
収
入
が
あ
り
わ
け
で
す
が
、
な
に
分
に
も
被
山

れ
家
族
の
者
を
被
扶
養
者
に
す
る

保
険
者
に
直
接
影
響
す
る
事
柄
川

~
と
会
社
の
方
に
都
合
が
悪
い
よ
(
国
保
の
被
保
険
者
で
保
険
税
~

h

う
で
:
:
:
と
い
う
理
由
で
被
扶
を
賦
課
さ
れ
る
か
、
社
保
の
被
ヤ

v

養
者
の
申
請
を
さ
れ
な
い
人
が

扶
養
者
と
な
れ
る
か
)
だ
け
に

v

-
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ

の

種

の
事
務
が
ス
ム

ー
ズ
に

r

こ
の
よ
う
な
場
合
、
い
ず
れ
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
る
現
状
八

百
に
し
て
も
申
請
を

な

さ

れ

る

よ

で

す

。

代

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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耳

と

言

葉

の

相

談

日

ロ
月
日
日

午
後
1
時

i
4時

下地域在宅福祉の | 

| 推進を」

社会福祉大会終る

第
十
一
回
大

村
市
社
会
福
祉

大
会
が
、
十
一

月
十
日
市
民
会

館
で
関
係
者
六

百
五
十
余
人
が

参
加
し
て
、

盛

大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

午
前
中
は
老

人
福
祉
、
心
身

障
害
者

(
児
)

福
祉
、
母
子
福

祉
及
び
社
会
福

祉
の
四
部
会
で

真
剣
な
研
究
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た。

昼
食
時
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ

ヨ
ン

と
し
て

「
映
画
鑑
賞
」
を
行
い、

引
続
い
て
総
会
に
は
い
り
、
社
会

福
祉
功
労
者
、
永
年
保
護
司
を
は

じ
め
、
老
人
福
祉
、
心
身
障
害
者
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福
祉
、
母
子
福
祉
、
児
童
福
祉
な

ど
、
ま
た
永
年
団
体
役
員
と
し
て

功
積
の
あ
ら
れ
た
次
の
人
た
ち
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

敬
称
略

(
故
)
村
島
康
司
(
本
町
)
森

福
治
(
幸
町

)

赤

瀬

界

(
徳

泉
川
内
郷
)

田
中
登
茂
喜
(
田

下
郷
)

丈

鋳

広

二

(
杭
出
津

郷
)

雪

山

峰

作

(
今
富
郷
)

益
田
信
治
(
松
並
町

)

西

千

歳

(
桜
馬
場
町
)
市
川
徳
夫

(古
賀
島
町
)
浦
上
キ
ミ
(
武

部
郷
)
渡
海
千
ヨ
(
久
原
郷
)

赤
水
清
春
(
本
町
)
木
村
弥

一
郎
(
池
田
郷
)
一
瀬
照
子

(池
田
郷
)
中
山
君
江
(
池
田

郷
)

天

見

梅

代

(
玖
島
郷
)

岩
松
婦
人
会

続
い
て
本
年、

金
婚
式
を
迎
え

ら
れ
た
次
の
人
た
ち
に
祝
賀
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

敬
称
略

小
林
寅
之
助
・
乙
女
(
杭
出
津

郷
)
大
鋳
広
ニ
・
キ
ク
(
杭

出
津
郷
)
田
中
要
五
郎
・
キ

ミ

(
徳
泉
川
内
郷
)

山

口

満

雄
・
キ
ク

(
諏
訪
郷
)

遠
岳

鹿
三
・
一
子
(
古
町
)

田

中

順
蔵
・
ミ
ワ
(
小
路
口
町
)

上
本
祐
次
・
マ
ス
(
草
場
郷
)

後
藤
百
松
・
ト
ク
ミ
(
今
村
郷
)

俵
崎
銀
作
・
サ
キ
(
日
泊
郷
) 福

祉

セ

ン

タ

~

一

坪

農

園

に

大

き

な

イ

モ

…

一

家

族

づ

れ

な

ど

で

に

ぎ

わ

う

九

れ
こ
の
ほ
ど
空
港
大
橋
入
口
の
し
て
い
た
も
の
で
、
大
き
な
イ
一

一
一
坪
農
園
に
、
家
族
づ
れ
や
子
モ
が
顔
を
出
す
た
び
に
歓
声
が

い

品
供
会
の
入
た
ち
約
六
百
人
が
参
わ
い
て
い
ま
し
た
。

い
加
し
て
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
が
あ

イ
モ
掘
り
が
終
る
と
青
年
会

叫

山
り
ま
し
た
。

議

所
の
会
員
の
奥
さ
ん
た
ち
が

い

M

乙
の
一

坪
農
園
は
、
大
村
青

作

っ
た
豚
汁
を
い
た
だ
き
、

楽

引

い
年
会
議
所

(
橋
本
修
理
事
長
)

し
い
一
日
で
し
た。

叩

引
が
主
催
し
て
、

六
月
に
苗
を
さ

浜
辺
清
作
。
キ
チ
(
久
原
郷
)

南
作
次
。
ク
ラ
ヨ

(古
町
)

葉
山
重
次
郎
・
タ
イ
(
植
松
町
)

松
尾
一
枝
・
セ
ツ
(
岩
松
郷
)

小
川
静
枝
・

シ
カ

(
陰
平
郷
)

泉
田
範
三
・
キ
チ
(
荒
瀬
郷
)

中
道
政
一
・
チ
ク
(
竹
松
町
)

田
添
一
矢
・
ス
T

一
(
荒
瀬
郷
)

長
漬
司
郎
・
ウ
メ
ヨ
(
杭
出
津

郷
)
慶
池
一
郎
・
ア
キ
ノ
(
上

小
路
)
高
尾
福
治
・
ク
マ
(
杭

出
津
郷
)
一
木
定
雄
・
ミ
キ

(小
路
口
本
町
)
中
山
喜
軒
・

ウ
タ
(
鬼
橋
町
)
岸
川
耕
一

・
ツ
ル
(
乾
馬
場
郷
)

川

本

寓
次
郎
・
ツ
マ

(
岩
松
郷
)

佐
々
木
政
一
・
イ
ワ
(
鬼
橋
町
)

飯
野
清
・
ひ
で
(
本
町
)

山
口
樽
・
ヌ
イ

(陰
平
郷
)

朝
長
恒
雄
・
セ
イ
(
岩
松
郷
)

前
回
八
六
・
サ
ダ
(
玖
島
郷
)

柴
田
大
寿
・
ナ
ツ
(
武
部
郷
)

森
清
松
・
マ
サ
(
黒
丸
町
)

陰
平
美
士
郎
・
タ
ツ
(
杭
出
津

郷
)
井
手
清
見
・
千
代
(
諏

訪
郷
)
田
川
正
夫
・
静
枝
ハ荒

瀬
郷
)

乙
の
あ
と
研
究
部
会
報
告
が
行

わ
れ
、
老
人
福
祉
部
会
代
表
の
杉

田
さ
ん
、
心
身
障
害
者

(児
)
福

祉
部
会
代
表
の
小
柳
さ
ん
、
母
子

福
祉
部
会
代
表
の
浦
上
さ
ん
、
社

会
福
祉
部
会
代
表
の
指
方
さ
ん
が

当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
訴
え

最
後
に
大
会
宣
言
文
及
び
決
議
文

が
朗
読
さ
れ
、

満
場

一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

決
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
関
係
筋
へ
要
望
す
る
乙
と
を

決
定
し、

有
意
義
な
大
会
を
終
り

古
a
t
レゃん
。
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限
り
あ
る
水
資
源

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

夏
以
降
の
降
雨
量
の
減
少
に
よ

り
各
市
で
制
限
給
水
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
市
は
水
道
水
の
ほ
と
ん
ど
を

地
下
水
で
ま
か
な
っ

て
い
る
た
め

現
在
の
と
こ
ろ
制
限
給
水
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
々
生
活
用

水
も
人
口
の
増
加
、
生
活
水
準
の

向
上
な
ど
に
よ
っ
て
著
し
く
増
大

し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
市
と
し
て
は
新
た
に

水
資
源
を
開
発
し
な
け
れ
ば
将
来

の
水
需
要
に
対
応
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
と
り
わ
け
今
年
の
異
状
渇
水
が

来
年
以
降
の
地
下
水
に
影
響
し、

水
不
足
を
き
た
す
お
そ
れ
が
十
分

考
え
ら
れ
ま
す
。

市
民
の

一
人
ひ
と
り
が
節
水
に

心
が
け
る
乙
と
が
、
限
り
あ
る
水

、、

心
母
子
福
祉
連
合
会
に
会
旗
を
寄
贈

γ

一
韓
国

瞳

腫

遺
留
層
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
~

九
圃
醐
園
調
繍
輔
園
掴
掴
翻
噛
編
醐
醐

大
村
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ

(
森

~

V

繍
繍
灘
灘
、
可
八
品
蕗
溜
品
闘
圃
圃

竹
郁
郎
会
長
)
は
、
結
成
以
来
二
V

一
議

離

臨

機

子

組

組

十

周

年
を
迎
え
た
大
村
市
母
子
福

ん

川駅
齢
期
購
瀦
溜

ιユ
織
機
織
地
編

祉
連
合
会
に、

十

一
月
二
十
三
日

w

一
闘

機

開

お

総

議

離
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
母
と
子

一

二
欝
難
纏
線
灘
臨
麗
際
;川町
i

縄問問

の
運
動
会
の
席
上
で
会
旗
を
寄
贈
V

九
時
鱒
隣

騒

犠

機

関

繍

さ
れ
ま
し
た。

H
ゲ

》
醸
麟
隣
国
霊

齢

制
麟

譲

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

v

rf〉
ee--?

J
t
J

パJ'f
〉
-u
-
恒
三
〈
f'
J
-
〉

-1・k
zJ

R

J
'

〉

11

※
 

資
源
の
有
効
利
用
に
つ
な
が
り
ま

す
。現
在
、
水
資
源
の
開
発
に
つ
い

〔水道部だより〕

一

を

に

力

査

協

調

と
水

一

漏

一

本
市
の
水
道
は
、
配
水
池
か
ら

皆
さ
ん
の
家
庭
の
じ
ゃ
口
ま
で
の

間
で、

配
水
量
の
約
二
五
Mm
の
水

が
漏
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す

(
各
都
市
も
同
様
)

水
道
が
日
常
生
活
に
直
結
し
、

安
全
で
健
康
を
守
る
た
め
に
一
日

も
欠
く
乙
と
の
で
き
な
い
重
要
な

施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
後
更

に
人
口
の
増
加
と
多
様
化
に
よ
り

水
需
用
は
増
大
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

老
朽
管
か
ら
の
漏
水
を
防
止
し

限
り
あ
る
水
資
限
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
漏
水
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

て
計
画
中
で
も
あ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

交
通
騒
音
の
少
な
い
深
夜
に
行

う
必
要
が
あ
り
、
ど
迷
惑
を
お
か

け
す
る
場
合
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
趣
旨
を
ど
理
解
い
た
だ

き
ど
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
調
査
の
方
法
は
、
お
お
む

ね
本
管
に
沿
っ
て
の
音
響
に
よ
る

調
査
で
あ
り
、
給
水
に
は
支
障
は

あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
員
は
腕
章
を
つ
け
て
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

調
査
期
間

十
二
月
二
十
五
日
ま

で
調
査
地
区

松
原
、
福
重
、
竹
松

及
び
西
大
村
地
区
の一

部

J
圃

ae--、
・1
.〈
-f
-
J
e-f
〉
-
・2
E
)
・1
〈
J
--J
、E・e-〉
-e-J
K
-三
〈
f
-J
・3
・3
-
1
・1
2・F吋‘

~
〔
簡
易
保
険
だ
よ
り
〕

Vf
 

保

険

料

は

山
《

ν

前

納

払

込

み

で

や

V

一
年
の
し
め
く
く
り
と
新
し

ま
す
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

川

V

い
年
を
迎
え
る
準
備
を
す
る
十

@
月
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
保
険
J

A

二
月
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

料
の
払
込
み
は
お
早
め
に
へ

V

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
今

簡
易
保
険
は
、
保
険
料
の
払
V

い
月
を
「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
込
み
が
な
い
ま
ま
三
カ
月
を
経

い

U

月
」
と
し
て
、
簡
易
保
険
加

入

過

し
ま
す
と
保
険
契
約
の
効
力
町

山
者
の
皆
様
に
お
得
な
保
険
料
の

が
な
く
な
り
、
万

一
の
乙
と
が
〈

一
払
込
方
法
や
保
険
料
の
払
込
み

あ
っ
て
も
保
障
を
受
け
る
乙
と

吋

~
が
月
遅
れ
と
な
っ

て
い
る
契
約
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

~

》
の
保
険
料
払
込
み
の
お
勧
め
な

お

持

ち

の
保
険
料
領
収
帳
を
》

n

ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
く
乙
と

も

う

一
度
確
か
め
て、

も
し
月

m

~
に
し
て
い
ま
す
。

遅
れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
ら
、

~

い
@
保
険
料
は
お
得
な
前
納
払
込

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
遅
れ
を
取
戻

ν

〉

み
で

さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ヘ

ハ

簡
易
保
険
で
は
、
ひ
と
月
ど
郵
便
局
に
ど
連
絡
い
た
だ
け
川

の
と
に
払
込
ま
れ
て
い
る
保
険
料

れ
ば
早
速
局
員
が
お
伺
い
し
ま

ザ

ん
を
前
も

っ
て
ま
と
め
て
払
込
み
す
。

〈

一‘Er
--z.‘、.，
・ee--
，a、---ts'at
--e
、，，
，.z.
‘、B
・E・--，
E、---
--a，Et---、E，--=
・・、
art-
，E、J
EE
-
-

，z
-一J-
、，
，-e-2
・、Bree-，.

納
税
組
合
に
加
入
し
ま
し

ょ
う

納
税
組
合
は
市
内
の
全
域
に
設

立
さ
れ
て
い
ま
す
@

い
そ
が
し
い
人
、
遠
く
の
人
な

ど
み
ず
か
ら
役
所
に
出
向
く
必
要

が
な
く
、

組
合
が
と
り
ま
と
め
納

税
し
ま
す
の
で
、

納
期
を
忘
れ
て

督
促
を
受
け
る
乙
と
も
な
く
納
期

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

内
に
完
納
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す

ま
た
納
期
内
に
完
納
し
た
組
合

に
は
、
納
付
額
に
応
じ
て
報
償
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
組
合
運
営

費
、
福
利
厚
生
な
ど
の
費
用
に
利

用
で
き
ま
す。

組
合
設
立
は
納
期
の
中
途
で
も

納
税
世
帯
が
十
世
帯
以
上
あ
れ
ば

設
立
で
き
ま
す
し
、
手
続
き
も
簡

単
で
す。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
、

今
か
ら
組
合
を
設
立
さ
れ
る
人
、

今
す
ぐ
実
行
し
て
滞
納
の
な
い
明

る
い
納
税
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
い
こ
と
は
市
税
務
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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りおおむ市政だより(5) 

※ 

名

刺

交

換

会

申

お

し

り

せ

注
射
と
検
診

-1歳
6
カ
月
児

健
康
診
査

二
歳
児
健
診
に
か
わ
っ
て
、

厚

生
省
の
指
導
に
よ
り
、
一

歳
六
カ

月
児
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
昭
和
五
十
一
年
五
月
生
れ

を
対
象
と
し
ま
す
が
、
周
年
三

月
か
ら
四
月
生
れ
で
、
ま
だ
健

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て
下
さ
い
。

の

日
時
十
二
月
八
日
・
十
三
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
百
日

咳
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
お

子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け
下
さ

下て
さはこ
い、歳

乳!こ
幼な
児つ
相た
談幼
を児

利つ
用い

25 

込

は

お

早

目

ー・…ーり・・ー白川一…_.......

-
周
囲
の
人
に
無
感
心

.
歩
行
状
態
が
お
か
し
い

・
偏
食
が
ひ
ど
く
、
体
の
発
育
が

悪
い

・
日
中
お
む
つ
が
と
れ
な
い

-
そ
の
外
育
児
面
で
困
っ
て
い
る

こ
と

日
時
十
二
月
七
日
・
二
十
一
日

午
前
九
時

t
十
一
時

市
役
所
健
農
相
談
室

場
所

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

生
後
五
カ
月
ま
で
に

一
度
も
健

康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
乳
児
と

現
在
妊
娠
中
の
人
は
、
で
き
る
だ

け
お
受
け
下
さ
い
。

妊婦と乳幼児の健康相談日程

|月日 |時間
12/61 9:30......11:0 
12/ 9 ~13:30......15:0 

12/12193::3000~~1115::0 O 
9:30......11:0 
9・30......11・。

12/261 9: 30......11: 0 

秘

書

広

募

集

-
保
育
所
入
所
児
童

昭
和
五
十
三
年
度
の
保
育
所
入

所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

昭
和
五
十
三
年
一
月
十
日
ま
で

※
十
一
月
十
五
日
号
で
内
容
は
掲

載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
外
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所

福
祉
課
へ
(
血
③
|
四
一
一
一

内
線
二
二
六
)

-
自
衛
隊
生
徒

(
少
年
自
衛
官
)

※西大村、大村地区の人は大村保健所をご利用下さい

資

格

十

五
歳
以
上
十
七
歳
未
満

の
中
卒
男
子

期
間
十
二
月
二
十
三
日
ま
で

※
詳
し
く
は
市
民
課
、
ま
た
は
募

集
事
務
所
(
向
陽
高
校
前
)
へ

回
防
衛
弘
済
会

大
村
航
空
基
地
事
業
所

従
業
員

職
種
調
理
員

販
売
業
務

学
歴
経
験
は
間
い
ま
せ
ん
が
十

八
歳

1
三
十
歳
の
健
康
な
人

男
・
女
若
干
名

受
付
期
間
十
二
月
十
日
ま
で
に

報

課
履
歴
書
を
提
出
し
て
下
さ
い

※
詳
し
く
は
大
村
航
空
基
地
事
業

所
へ

軍

③

l
一一一二一一

も

よ

お

し

-
第

3
回
文
化
映
画
鑑
賞
会

ー
地
理
・
風
俗
シ
リ
ー
ズ

l

十
二
月
十
七
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら

場
所
中
央
公
民
館

対
象
中
・
高
校
生
、
一

般
成
人

入
場
料
無
料

映
画
(
十
六
ミ
リ
・

カ
ラ
l
)

・
「
尾
瀬
」
三
十
分

N
H
K
作
品
文
部
省
特
選
・

文
部
大
臣
賞
・
芸
術
祭
賞
・

観

光
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
最
高
賞
・

毎
日
映
画
最
高
賞

解
説
湿
原
植
物
の
宝
庫
「
尾
瀬
」

の
素
晴
ら
し
さ
を
映
像
の
上
に

再
現
し
た
い
と
い
う
悲
願
を
こ

め
て
大
尾
瀬
に
挑
戦
し
た
N
H

K
撮
影
班
。

雪
ど
け
に
始
ま
り
、
色
鮮
か

な
紅
葉
に
至
る
大
自
然
の
ド
ラ

マ
を
見
事
に
描
出
し
た
乙
の
映

画
は
、
撮
影
班
が
苦
闘
の
末
に

か
ち
え
た
結
晶
で
す
。

日
時

-
「
遺
跡
の
旅
」
未
来

へ
の
遺
産

よ

り

各

編
十
分

N
H
K
作

品

文

部
省
選
定

O
王
家
の
谷
ル

ク
ソ
l
ル

(
エ
ジ
プ
ト
)

O
謎
の
マ
ヤ
文
明
パ
レ
ン

ケ
(
メ
キ
シ
コ
)

O
イ
ン
カ
の
遺
産
オ
リ
ヤ

ン
タ
イ
タ
ン
ボ
(
ペ
ル
l
)

O
火
山
灰
に
埋
れ
た
都
市

ポ
シ

ペ
イ

(
イ
タ
リ
ア
)

O
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
隊
商
都

市

ペ
ル
ミ
ュ
ラ
(
シ
リ

ア
)

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
1
へ

皿

②

|
四
三
二
一

-
大
村
子
ど
も
劇
場

例

会

「
お
ば
け
リ
ン
ゴ
」

「
泣
い
た
赤
鬼
」

十
二
月
十
七
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら

会
場

市
民
会
館

入
場
料

当
日
会
員
千
二
百
円

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

推
せ
ん
市
教
育
委
員
会

連
絡
場
所

午
前
十
時

t
午
後
二
時

血
②
i
四
八
六
四

午
後
二
時
以
降血
③
|
九
五
六
六

旦〆
庁J

絵
日
時
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談

園
無
料
人
権
代
身
の
上
V

相

談

も
し
あ
な
た
の
身
の
回
り
に
理

由
な
く
無
理
を
強
い
ら
れ
た
り
、

人
格
を
無
視
さ
れ
た
り
し
て
悩
ん

で
お
ら
れ
る
人
は
あ
り
ま
せ
ん
が

農
地
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸
借

戸
籍
、
登
記
、
相
続
、
扶
養
、
家

庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
J

そ
の
外
一
般

の
法
律
問
題
で
苦
し
み
悩
ん
で
お

ら
れ
る
人
は
、
遠
慮
な
く
お
気
軽

に
ど
相
談
下
8
ぃ。

・日
時
十
こ
刃
十
六
日
(
金
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

主場
催所

長大
崎村
地入
方 可権
法擁
務護
局委
大員
村協
支議
局会

圃
土
地
建
物
の

登
記
無
料
相
談

土
地
、
建
物
の
登
記
問
題
で
困

っ
て
お
ら
れ
る
人
の
便
益
を
図
る

た
め
に
、
専
門
者
に
よ
る
登
記
無

料
相
談
を
開
設
し
一
般
市
民
の
相

談
に
応
芯
ま
す
の
で
内
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。
p

日
時
十
二
月
九
日
(
金
)

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午

場
所

j

市
役
所
市
民
相
談
室

一

之

寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

'

、

一

一

清

和

国

ヘ

ク

ラ

ブ

家

野

先

生

外

十

人

は

一

一
マ
久
原
団
地
の
船
体
行
徳
さ
ん
歌
踊
慰
問
と
杭
カ
パ
!
四
十
一

ア
は
ト
マ
ト
五
キ
ロ
、
菊
二
十
六
枚
、
菓
子
五
十
袋

、
一

一

八

束

タ

マ
大
村
青
年
会
議
所
(
代
表
者
一

一

Y
九
州
電
力
駒
大
村
営
業
所
か
橋
本
惰
〉
は
甘
藷
十
一
キ
ロ
一

F

E

ら
ーサ
シ
ゴ
樹
三
十
本
、
つ
げ
マ
長
崎
市
西
北
校
区
福
寿
会
一

一
土
十
本
、
菊
鉢
植
三
十
鉢
、
(
代
表
者
森
田
増
右
ヱ
門
v

e
E

一

そ

の

外

球

根

多

数

二

十

六

人

ば

舞

踊

慰

問

と

五

一

一
マ
西
大
村
婦
人
会
(
会
長
田
中
千
円

パ

一

一
ミ
ヤ
)
二
十
七
人
は
慰
問
と

・
保
育
所
へ

'

パ

白

-

一

菓

子

十

キ

ロ

マ

清

和

園

切

井

原

操

さ

ん

は

廃

一

一
マ
大
村
ロ

1
7
リ

1
2フ
プ

、

品

利

用

λ
形
を
三
域
保
育
所
↑

日
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ト
ア
フ
ト

、
へ
十
個

'

一

剛 旦司砂v 

、 "

園
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
一
は
国
民

が
老
令
、
麗
疾
、
死
亡
、
ま
た
は

脱
退
に
つ
い
て
、
保
険
給
付
を
行

い
、
本
人
お
よ
び
そ
の
家
族
の
生

活
安
定
と
福
祉
向
上
を
図
る
た
め

の
制
度
で
す
。

厚
生
年
金
広
加

λ
し
て
い
た
が

退
職
し
た
入
、
ま
た
は
厚
生
年
金

と
ほ
か
の
年
金
と
の
通
算
関
係
、

保
険
給
付
や
手
続
な
ど
、
年
金
関

係
に
つ
い
て
、
お
わ
か
り
に
な
ら

な
い
人
は
個
人
に
限

b
ず
、
事
業

所
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時
十
三
月
二
十
一
日
(
水
)

守
午
前
十
時

2
午
後
三
時

場
所
市
役
所
市
民
相
談
室

、

講
-
子
ど
も
の

，
か
る
た
'
教
室

失
わ
れ
ゆ
く
ーグ
か
る
た
6

(

小

倉
百
人
一
首
)
の
並
べ
方
‘
と
り

方
、
あ
そ
び
方
を
学
び
、
豊
か
な

子
ど
も
の
文
化
活
動
の
一
端
と

L

て
グ
か
る
た
d

教
室
を
聞
き
ま
す

日
時
・
内
容

十
二
月
十
回
(
土
)
・
百
人
一
首

-
に
つ
い
て
の
話
し
ふ
か
る
た
の

並
べ
方

十
二
月
十
七
日
(
土
)
・
百
人
一

首
の
朗
読
に
つ
い
て
・
か
る
た

の
と
り
方

十
二
月
二
十
四
日
(
土
)
・
グ
ル

ー
プ
別
練
習

以
上
、
午
後
二
時
三
十
分
か
ら

十
二
月
二
十
六
日
(
月
)
・
源
平

に
よ
る
か
る
た
の
と
り
方
練
習

十
二
月
二
十
七
日
(
火
)
・
競
技

か
る
た
に
よ
る
と
り
方
諌
習

一
月
四
日
(
水
)
・
新
春
か
る
た

一大
会

戸
以
上
、
午
後
一
時
か
ら

場
所
中
央
公
民
館

対
象
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
定

員

四

十

人

受
講
料
〆
無
料

講
師
少
年
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事

野
口
弘
満
先
生

申
込
ー
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
申
し

守
込
ん
で
下
さ
い
。

電
話
で
も
受
付
け
ま
す
(
定

員
広
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

申
込
先
市
内
久
原
郷
一
の
一

中
央
公
民
館
血
②
|
四
三
二
一

そ

の

他

圃
造
林
申
請
受
付

本
年
も
植
林
の
時
期
が
近
ま
り

ま
し
た
。

大
村
市
森
林
組
合
で
は
、
造
林

の
推
進
を
は
か
る
た
め
次
の
要
領

で
造
林
申
請
の
受
付
を
実
施
し
ま

す。
造
林
を
計
画
さ
れ
て
い
る
人
は

左
表
の
場
所
へ
早
め
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

受
付
注
意

。
造
林
地
の
地
名
、
地
番
、
樹
種

本
数
を
把
握
し
て
下
さ
い

。
印
か
ん
を
ど
持
参
下
さ
い

O
予
納
金
を
苗
木
一
本
当
り
二
十

円
申
し
受
け
ま
す

O
本
年
は
苗
木
が
不
足
し
て
お
り

ま
す
の
で
早
自
に
申
込
ん
で
下

大
」
い

造林申請受付日程

地区名l 日 時 [場 所 |

松原112月7日午前10時--12時i松原出張所!
瓦亘112月7日午後2時--4時!福重出張所

ト 凹午前10時~12:;張所12月8日午後2時--4時三浦 張所i

萱瀬112月9日午前10時-12時!萱瀬出張所

圃
年
末
の
し
尿
汲
取
り

年
末
の
し
尿
扱
取
り
は
混
雑
し

ま
す
の
で
、
早
自
に
お
願
い
し
ま

す。
な
お
十
三
日
以
降
汲
取
っ
た
家

庭
は
、
小
ぢ
い
便
槽
を
除
き
年
内

に
再
度
汲
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

十
二
月
二
十
五
日
(
日
)
勤
務

十
二
月
二
十
九
日
(
木
)
勤
務

十
二
月
三
十
日
(
金
)
勤
務

十
二
月
三
十
一
日
(
主
)
休
日

-
郵
便
貯
金

部
外
優
秀
団
体
表
彰

、
昭
和
五
十
二
年
度
郵
便
貯
金
部

外
優
秀
団
体
と
し
て
、
萱
瀬
郵
便

局
区
内
の
次
の
団
体
に
十
月
三
十

一
日
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

貯
金
局
長
賞

萱
瀬
小
学
校
貯
畜
組
合

お

わ

び

国
前
号
写
真
説
明
の

訂
正
に
つ
い
て

十
一
月
十
五
日
号
の
五
ペ
ー
ジ

に
大
村
ま
つ
り
の
写
真
を
掲
載
し

ま
し
た
が
、
荒
平
・
水
計
浮
立
と

重
井
田
浮
立
の
写
真
説
明
が
逆
に

な
り
、
関
係
各
方
面
に
多
大
な
る

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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